


№ ２

質  問  事  項  と  要  旨 質問の相手

２．米価大暴落の影響と対策は

 近年、生産米は生産費（1万 6千円）にみあわない価格が続いている。追い打ち

をかけるように、今年の米価は、JA概算金が昨年より 2800円も安く、生産費の半

値という大暴落となった。

 今年から米の直接支払交付金が 7500 円／10a と半減された中での暴落である。

これではコメ農家は生産意欲がなくなるのは当然で、これをきっかけに「もう米作

りをやめようか」という声が出るほどである。特に担い手農家ほど打撃は大きい。

 そこで、次の点を伺う。

①米価暴落によって、町内の米農家や地域経済にどんな影響があり、今後どのよう

な事態が予想されるか。

②政府に対して、町としてどのような働きかけをしていくのか。

３．人間ドック受診希望者への制限撤廃を

 前回に続いての質問である。

 健康生活を維持するために、また、医療費の削減のためにも健(検)診の受診率を

上げることが求められている。そのひとつである人間ドックによる健診で、疾病予

防や早期発見が行われることの重要性は言うまでもない。ならば、対象者を 75 歳

未満に制限したり、人数制限したりすることは避けるべきである。特に前者は差別

的な扱いであるという批判は免れない。

 制限理由として挙げられている以下の 2点について伺う。

①町の財政負担よりも、希望者全員の受診を優先すべきではないか。

②医療機関の受け入れを可能にする方策を探るべきではないか。
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（注）的確な答弁がえられるよう、質問の要旨は具体的に記載すること。

質問の相手は、町長、教育委員長、農業委員長、選挙管理委員長、監査委員等とする。


